
地質ニュｰス567号,45-51頁､2001年11月

Chish五tsuNewsno.567,p.45-51,November,2001

野外調査から明石研究まで

ブライアン･メｰスン自伝(第2回)

ブライアンり一スン1〕,サイモン｡ネｰサン2)著

河内洋佑3)訳

ニュｰジｰランド地質調査所野外調査助手時代

1936年私は大学3年生(訳注.NZの大学では普

通3年生が最上級生)たつ牟.学年半ばに,夏休み

に野外調査助手として雇ってくれるようNZ地質調

査所所長に手紙を書いてみた.採用するという返

事が来て,11月に学年末試験が終わったら(訳注.

NZの大学の学年は2月に始まり,11月末に終わ

る),できるだけ早くダンネバｰク図幅地域6)に自転

車を持って7〕顔を出すようにと言ってきた.私は公

共事業省で非熟練労働者に払っている額と同じ給

料をもらうことになった.その額は週5日労働で,1

日16シリング,それに自転車の補助金として週に10

シリングだった.

11月20日(金曜日)の夕方クライストチャｰチから

フェリｰに乗って翌朝ウェリントンに着き,ただちに

汽車でワイプクラウに向かった.そこで鉄道ホテル

に1泊し,月曜にボランガハウに向かう｢サｰ一ビスカ

ｰ｣を待った.(｢サｰビスカｰ｣とは,当時鉄道の駅

と鉄道の走っていない地域を結ぶ主要な交通手段

で,親切な運転手がパッカｰドやハドソンの大きな

オｰプンカｰにお客や荷物を載せて運んでくれた

ものだった)砂利道をオｰプンカｰで走ったので,

風はまともに受けるし,挨だらけになった.こうして

私はボランガハウから数マイル西のバｰンというと

ころにおり立った.そこはNZ地質調査所のバｰ

ト･クエンネル8)とデｰブ･ブラウン9)が調査申の地

域だった.彼らは部屋がひとつしかない小屋に泊

まることになり,私にはテントが与えられた.テント

は小屋住まいよりずっとよかった.というのは小屋

が蚤の巣だったからである.

食事はバｰン夫妻の住んでいる農場の母家で食

べた.食事代と泊料として一人1週当たり20シリン

グ払うことになった.このあたりは第1次大戦帰還

兵士入植地域で,中くらいの大きさの牧場が広がっ

ていた(飼われていたのは羊と黒い毛のアバディｰ

ン･アンガス種の牛が主だったが,調査中にはこの

オス牛の角で何度も危ない目にあった!!).1930

年代の不況で農家は経済的に苦しかったので,食

事代や宿泊代という臨時収入は大歓迎された.

ダンネバｰク図幅地域の調査は前年の夏にモン

ド･オングレｰがマックス･ゲｰジを助手に開始して

いた.私が到着してすぐオングレｰ'がやってきた.

彼は即座に私の経験不足を見抜いて,1日フィｰル

ドを一緒に歩き,何を観察すべきか,ノｰトをどう

やってとるか,地図にデｰタを記入するやり方など

を詳しく教えてくれた.

私たちの調査していたのは幅広い向斜(アキティ

オ向斜)の作るくぼ地の西翼だった.西側には真っ

自なファンガイ頁岩(白亜紀)の丘があり,谷底は第

三紀上部の単調な泥岩層が占め,東側には海岸に

沿って連なる白亜紀の地層からなる丘があった.

私たちが使っていたのは,1マイルを4インチで示

した,いわゆる地籍図で,道路,主要な河川,農場

境界,それに散在する三角点(標高のあるものは少

なかった)が載っていた.等高線は表示されていな
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かった.当時の調査はコンパスと歩測で,起点と終

点を既知の点に結ぶように行われた.高さは既知

の地点の高さから高度計を使って外挿して求めら

れた.毎日朝食後,弁当を持って自転車に乗って

出発し,夕食に間に合うように戻った.3,4日調査

すると1日を室内作業にあて,野外図にデｰタを記

入するよう幸二した.

2週間くらいで,バｰン農場から行けるところの

調査は終了した.そこで土地の運送屋をやとって

調査用具などをかなり南のストッダｰド農場に移し

第9図日曜日は洗濯日.1936年12月ボランガハウにて.

た.ストッダｰド氏について一番よく覚えていること

は,彼が熱心にバッグパイプを吹いていたことであ

る.奥さんはそれを嫌っていて,離れたところにあ

る羊の毛を刈るための建物の中で吹くように言い

張った.その建物は波型鉄板でできていたので,

まるでドラムのように反響した!それからもうひと

つ覚えているのは毎日のように強い風が吹いたこと

である.そのためコンパスの針がなかなか静止せ

ず読み取るのが難しかった.また三角点のひとっ

にはNZで一番長い名前がづけられていた.それ

は,｢タウマタファカタンキハンガコアウアウタマテ

アボカイフェヌァキタネタフ｣といった.

そのころはちょうどエドワｰド8世が離婚歴のあ

るアメリカ人のシンプソン夫人と結婚するために退

位するという事件の真最中で,12月12日にジョｰジ

6世が即位すると,1日有給休暇が与えられた.偶

然であるがこの日にはほとんど皆既に近い日食が

あり,天気はよかったのにお昼ごろ著しく暗くなり,

急激な気温低下があった.

て937年のANZAAS学会

私たちはクリスマスも正月も休まずに仕事を続け

た.これはオｰクランドであったANZAAS学会

�畳��楡���睚�����捩慴楯��

��摶慮捥浥�潦����潮晥������

年1月12日一19日.NZではじめて開催されたもの

で,こののちも長いことNZでは開催されなかった)

第10図1936年12月ダンネバｰク図幅地域調査開始に当たって.左よりデｰブ･ブラウン,バｰ

ト･クエンネル,モンド･オングレｰ.
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に出たかったからである.オｰクランドに住んでい

た私の家族はハウラキ湾ヘクルｰズに出ていて不

在だったので,家にはクライストチャｰチの同級生

だったブルｰス･ステイニアｰを泊めた(彼は後年オ

ｰストラリアの南極探検に参加し地質研究者として

有名になった).

この学会は私のような駆け出しにとって非常に

よい経験となった一オｰストラリアやNZの有名な地

質学者の講演を聞いたり,野外巡検で直接教えら

れたりしたからである.そこで初めて会った一人は

フランク･タｰナｰO〕だった.私は後に彼の影響を

大きく受けることになった.またモｰソンやマディガ

ン,それに南オｰストラリデのエイアｰ半島にある

小麦地帯の小さい村であるキャンクッタから来た印

象的な父子,ロバｰト･ベッドフォｰドとその娘のジ

ｰンにも会った.ベッドフォｰド父子は南オｰストラ

リアのベルタナ産の化石λrC加｡Cya比αSのすばら

しいコレクションを,田舎の新聞社で印刷して来た

説明と一緒に展示公開した.私の理解したところ

では彼らはモｰソンに代表される南オｰストラリア

の地質学研究者からは生意気なよそ者と思われて

いるらしかった.(1963年に私はキャンクッタに立ち

寄る機会があり,ジｰン･ベッドフォｰドと再会した.

彼女の父親は直前に亡くなっており,非常に大きな

地質関係のコレクションを処分する仕事の最中だっ

た.その中には多数の明石もあった.私はスミソニ

アン博物館のために明石を購入しようと試みたが,

オｰストラリア国立大学にいい値段で売約済みに

なっていて入手できなかった).

この会議には海外から二人の傑出した地質学者

が参加していた.その一人はカリフォルニア大学の

バウエル･ウイリアムスで,もう一人はワシントンの

地球物理実験所の所長アｰサｰ･L･デイだった.

ダンネバｰク図幅地域へ戻る

ANZんへS学会から戻って野外調査を再開した私

たちは,今度はかなり西のデｰビッドソン農場に移

った.私の担当していたのはアキティオ向斜を横断

する方向の川筋の調査だった.しかし鍵層がない

上,泥岩ばかりということで調査は単調で疲れを呼

ぶ作業だった.しかし,白亜紀と第三紀層の境界

付近にはベントナイトの層があり,風化すると示す

｢鰐皮｣風の見かけ,それに靴底にくっついたらな

かなか取り除けないという性質にはすっかりおな

じみになってしまった.確かごの頃だったと思うが,

テ･ウリ川の断面を調査した.後にここは第三紀下

部の生物層序にとって標準断面ということになっ

た.

1937年2月12日私は野外調査をやめてクライス

トチャｰチに戻り,学業を続けることになった.

野外調査の助手という仕事は楽しかった.

1937-1938シｰズンも応募して採用された.この年

私はオｰスティン7を購入し,11月中旬にタカパウ

のバｰト･クエンネルのところに戻ったときはそれに

乗って行った.デｰブ･ブラウンはモエラキ図幅地

域の調査のために南島に転勤になっていた.そし

てもう一人の野外調査助手が採用になっていた.

彼の名はアンガス･ノリｰでオタゴ出身だった.バ

ｰトはタカパウ･ホテルに泊まっていて,そこに事務

室もかまえていた.しかしこれはアンガスと私にと

ってはお金がかかりすぎたので,個人の家に下宿

することにした.

この付近のがけにはテ･アウデ石灰岩が露出し

ていたが,その上には化石を豊富に含む鮮新世の

粘土層が重なっていた.そのため前年の調査地域

よりずっと面白い地域だった.車のおかげで私は

週末にはホｰクス･ベイ地域を広く見て回ることが

できた.クリスマスにはこの地方に住んでいた植物

学者ノｰマン･エルダｰも加わってルアヒネ山脈へ

遠出をした.私たちはネｰピアからタイハペヘドラ

イブし(当時の道路は全く整備されていなかったの

で,このドライブは非常に大変だった),そこから,

ルアヒネ山脈の支脈であるモガイｰパテア山脈の西

麓に到達した.それからクリスマスの暑い午後にお

よそ4,000フィｰト登って森林限界の小屋についた.

山頂に広がる傾斜のゆるい高原が印象的だった.

これは第三紀上部の堆積物がところどころに突き

出している侵食面が上昇してできた地形だった.

私はこの地域独特のカタツムリP∂rγρ加ηfaの美し

いサンブルを採集してご機嫌だった.湿ったコケ

に包んで持ち帰ったところ,数週間もたってクライ

ストチャｰチに帰ってからもいくつかは元気だっ

た.

2001年11月号�



一48一

ブライアン･メｰスン,サイモン･ネｰサン著河内

洋佑訳

〆沙､う

1一いド･'一)､

･プ!ll.1》ザ

誌｡｡婁〆～ヘノに＼"7

灘1艇111歎､〆1

㍗㍗㍗扱

＼/

o^～

■

■

を｡

�

/｡

㌦一戸㌧→｣一}_｡._.

第11図

ボランガハウ北西部の野外調査記録の一部.テ･ウリ川流域.観察事項についてブライ

アン･メｰスンの丁寧な記入がある.このような記録はNZ地質核科学研究所(もとNZ地

質調査所)に保管されており,今もしばしば参考にされている.

テ1クイチ図幅地域の調査

車を持っていることで,NZ地質調査所内での私

の地位はいくらか特別なものになった.ヘンダｰソ

ン博士がジャック･マｰリック11)博士をテ･クイチ図

幅地域12)の予察のために乗せていってくれないか

と依頼してきた.この地域はH.T.ファラｰとJ.ウィ

リアムソンによって1928-1932年に調査されていた

のであるが,ユ932年にファラｰが急逝し,ウィリアム

ソンは調査所を退職してしまったため中断されて

いたものである.マｰリックのように偉大な学者と

一緒に働けることは,NZの地質学を勉強しようと

するものにとって逃がすことのできない絶好の機会

だったので,私は喜んでこの仕事を引き受けた.

それに私はクエンネルとはどうもあまりうまが合って

いなかったので助かった.クエンネルはヘンダｰソ

ン博士に私とうまく行っていないと手紙を出したほ

どだったからである.ただし私としてはバｰト･クエ

ンネルがヘンダｰソン博士ともあまりうまく行ってい

ないことを知っていたので,この手紙のことはあま

り心配していなかった.

新年になってジャック･マｰリックがタカパウに着

いた.化石産地を1日か2日見学してから彼を車に

乗せてテ･クイチに出発した.それは途中地質見学

をしながらの楽しい旅だった.初日はタイハペまで,

翌日はタウマルヌイまでで,テ･クイチには3日目に

着いた.暑い日で,それにその頃キング･カントリｰ

第12図

ジャック･マｰリック.
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策13図タウポ軽石層に埋められた炭化した木材を昆る

ブライアン･メｰスン.1937年1月.タルアラウ橋

の西約1マイルの地点.J.マｰリック撮影.

(訳注.テ･クイチ地方の別名)には禁酒法が施行

されていた.私たちはタイハペでビｰルをしこたま

買い込んだ.そのパブはテ･アワムツのすぐ南にあ

ったが,次のパブのあるキヒキヒから100マイルも

離れていた.

テ･クイチ図幅地域ではオトロハンガ,テ･アンガ,

テ･クイチ,マンガペヒなどの下宿屋を転々とした.

どれもやっと住める程度で,食事も記すほどのこと

はない宿ばかりだった.ただし,ぜいたくなワイト

モ･ツｰリスト･ホテルだけは例外だった.このホテ

ルに泊まった日には有名な鍾乳洞も見物した.マ

.ンガペヒでは木材運搬のトロッコに便乗させてもら

い,開坑前のベニデｰル国有石炭鉱山を視察し

た.ファラｰとウィリアムソンの作った未発表地質図

を手に翌月は図幅地域内の車で通れるところ全部

(中には車では無理なところもあったが)を見て回

った.ジャック･マｰリックと一緒に仕事をすること

は非常に示唆に富む経験だった.彼は優れた地質

家というだけでなく,私の知り合った人の申で一番

の人格者といってもよい人だった.彼の野外調査

に対する考えは,ある天気のよい日にすばらしい化

石の出る露頭の前で昼食をとっているとき彼の言

った言葉によく表れている.｢こんなに好きなこと

をしていながら,それでお金が取れるというのは悪

いねえ｣.

私はこの図幅地域内の大部分に広く分布してい

るイグニンブライトをどう理解するかについて考え

込んだときのことを覚えている.この岩石は岩石学

的性質が変化に富み,丘の上にも谷底にも分布し

ていた.またこの調査のハイライトのひとつはマラ

コパの海岸で急傾斜した化石に富む三畳紀の地層

が海岸の波蝕台に露出しているのを見たことだっ

た.またカフィァ港の南側の道路脇で初めて岩石中

に含まれたままのアンモナイトを見たことを覚えて

いる.

グレイ山周辺の調査

地質調査所で2シｰズンの経験を積んだ私はカ

ンタベリｰ地方にあるグレイ山周辺での修士論文13)

作成を楽しみにしていた.叔父の一人がグレイ山

のふもとで農場をやっており,この付近は子供のと

きからよく知っていた.グレイ山の北側のワイパラｰ

ウェカ峠付近は既にJ.アラン･トムソンが調査済み

だったが,南側は事実上の処女地だった.以前こ

こで登山したときの経験から,私はグレイ川の二つ

の支流には第三紀層がよく露出していることを知っ

ていた.二つの支流できちんと調査をすればこれ

らを対比することが可能だろうという見当はつけて

あった.

グレイ川の東股に出ていて第三紀層の下にある

グレイワッケ(当時はホコヌイ統と呼ばれていた)は

第14図

グレイ山の頂上でビｰル

を飲むブライアン･メｰ

スン.1937年.
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第15図グレイ山の南側地域の修士論文地質図の一部.後にこれはTransactionsoftheRoya1

Socie蚊｡fNewZealand71(1940)として印刷発表された.

主に角礫一円礫岩で,明るい灰色の石灰岩の大き

なブロックを含むという点でやや異常だった.ずっ

と後になってこれはエスク･ヘッド･メランジの最南

端の露頭であることが分かった.

この時代には先生の現地指導などはほとんどな

かった.ロビン･アランは私と一日一緒に歩いてく

れたがそれは私がウェカパス･ストｰンで見つけた

腕足類化石に彼自身の興味があったからに過ぎな

かった.こういうことでもなければ学生の論文のた

めの調査は全く自分だけでやるしかなかった.

私が野外調査を始めた最初の頃は,自転車しか

もっていなかったので,クライストチャｰチで汽車

に乗り,アシュレイまで来て(運賃は2シリング6ペン

ス,現在の25セント)そこから自転車を10マイル漕

いでグレイ川に到達していた.

この経験から私は地質で卒論などをやっている

学生は大学から割を食わされていると思うようにな

った.化学で修士コｰスを終わっていた私は,実

験ではあらゆるものが大学から支給されていること

を知っていた.化学薬品やガラス器具を自己負担

する学生などはいなかった.それなのに地質の学

生は野外調査の費用全部を自己負担することが求

められていた.後年多少のお金ができたところで,

私がカンタベリｰ大学で地質を専攻する学生のた

めに基金を設立し,多少の補助をすることにしたの

にはこのときの経験があったからである.

原注

���

6)ダンネバｰク図幅地域の調査にはたくさんの人が関係

した.モンド･オングレｰが1936年にマックス･ゲｰジを

助手として開始したのだが,1939年にはアｰノルド･リ

リｰがこれを引き継ぎ､野外調査を完了,NZ地質調査

所彙報46号として1953年に刊行された.

7)マックス･ゲｰジはこの前年の夏にモンド･オングレｰの

地質ニュｰス567号�



野外調査から碩石研究まで

ブライアン･メｰスン自伝(第2回)

一51一

助手としてダンネバｰク図幅地域の調査に参加した.

彼は自転車を使った野外調査の興味ある記録を｢ある

地質学者の思い出:野外調査から(Ageo1ogistremem-

bers;memoriesoffieldwork)｣,NZ地質学会雑報102.

1999としてまとめている.

8)アルバｰト(バｰト)･マディソン･クエンネルA1bert(Bert)

MathiesonQuemel(1906-85).MSc,AOSM.第二

次世界大戦中は中東で参戦,これが後にヨルダンで地

質研究に従事するきっかけとなる.タンガニイカ地質調

査所1948-60年,後半は所長.1965-69年ナイジェリア

とスｰダンヘの国連ミッションに参加.1971年以来イギ

リスで引退生活.アフリカの地質,ことにアフリカｰアラ

ビアのリフト系について詳しい.

9)デｰブ･ブラウン.後にオｰストラリア国立大学地質

学教授.キャンベラで引退生活を送っている.

10)フランシス(フランク)･ジョン･タｰナｰ(1904-85).

MSc,DSc.1926-46年オタゴ大学地質学講師,1946-

71年カリフォルニア大学バｰクレｰ校地質学教授,変

成岩岩石学やペトロファブリックスについて多数の教

科書を書いている.1

11)ジョン(ジャック)･マｰリック(1891-1978).MA,DSc.

1920-53年NZ地質調査所で古生物学担当.軟体動

物研究で著名で,論文やモノグラフ多数を書きlH“

Finlayと協力してNZの第三紀生層序学の基礎を築い

た.

12)この仕事は後にNZ地質調査所彙報41号テ･クイチ図

幅地域(J､マｰリック,1946)として刊行された.

13)修士論文のタイトルは,｢北カンタベリｰ,グレイ山地域

の地質(1939)｣Thegeo1ogyofMountGreydistrict,

NorthCanterbury,MScthesis,1939.この論文は後

に同じタイトルでTransactionsoftheRoyalSocie蚊｡f

NewZea1and71(2):103-127に印刷公表された.

��乂物慮慮摎���業潮�〰�����渭

tainstoMeteorites(Pa他).[TranslatedintoJapaneseby

KへwAcHIYosuke].

<受付:2001年10月19日>

知っていますか?あなたの町の地質

一近畿の地質図展一

日時:2002年2月16日(土)一17日(日)

9時30分一16時30分展示のみ3月10日まで

主催:産総研地質調査総合センタｰ大阪市立自

然史博物館･地団研大阪支部｡

場所:大阪市立自然史博物館本館2F(大阪市東住

吉区長居公園1-23TEL06-6697-6221)

参加費:無料.ただし入館料(大人300円,高校生

200円,中学生以下無料)が必要です.

展示内容(2月､6日から3月10目まで)

･地質図って何?地質図の読み方,書き方ほか

･近畿の地質図大阪･奈良地域の5万分の1地

質図ほか

･地質汚染図地球化学図ほか

･活断層図50万分の1活構造図,ストリ

ップマツブほか

･重力団重力異常図

･鉱物資源図50万分の1鉱物資源図ほか

･近畿地方産出の化石･岩石･鉱物の展示

体験コｰナｰ(16目とて7日のみ)

･化石のレプリカ作り(アンモナイト)

･ペットボトルを使った地盤の液状化実験

･鳴り砂を鳴らそうH

ホｰムペｰジは

桴瑰�糸��楳琮杯�日半月�漯��琯

�慫�〰㈯楮�砮桴浬

同時開催地球科学講演会

近畿地方の地殻変動を読み解く

一近畿地方の活断層調査と活構造図一

講師:水野清秀(産総研活断層研究センタｰ)

日時:2002年2月17日(日)14時一15時30分

場所:大阪市立自然史博物館本館1階講堂

2001年11月号�


